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分科会１「一からはじめる学内の支援体制づくり」

大学戦略から見た障害学生支援
体制づくり～名城大学の事例～

名城大学大学院 大学・学校づくり研究科

田中芳則
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発表の流れ
①「はじめに」各地での取り組みや、支援
体制の構築について

②名城大学の概要
③名城大学のMS-15について(H18年度現
在)

④学生支援体制の充実を全学の方針で位
置づけ

⑤名城大学での障害学生支援の現状
⑥組織設計マネジメントの重要性と、支援
体制の構築に向けて

⑦次の段階への提案
⑧今後の課題
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はじめに

障害学生の自助努力および教職員の熱意
だけでは成り立たなくなっている。

日本学生支援機構の公表データからも障
害学生の在籍数が明らかになり、高等教
育機関での支援体制づくりが重要な意味
を持ってきた。

全学支援体制で取り組む先進校の存在
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名城大学の概要

学生数 16,741名(H19.5.1現在)

8学部(法、経営、経済、理工、農、人間、
薬、都市情報) 21学科

10大学院(法学、経営学、経済学、理工
学、農学、薬学、都市情報学、総合学
術、大学・学校づくり、法務) 24専攻

1926年開学、創立81年の中部地区の
比較的大規模な私立総合大学
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組織改革

2003年(H15年)度に事務組織の統合

これまでは各学部に教務および学生係を
おき、学部独自の修学支援および

就職支援活動を展開していたが、統合後
は、学務センター、キャリアセンター

として拠点を移した。
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組織機構図
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名城大学基本戦略(Meijo-Strategy-2015 通
称、MS-15) ー平成17年度から

ビジョン(将来像) 
一人ひとりの学生の自己実現をサポートし、広く社会に開
かれた日本屈指の文理融合型総合大学を実現する

↓

・ ミッション(使命) 
（１）総合大学としての強みを活かし、バランスのとれた基礎

教育と実践的な実学を重視することにより、学際的問題
解決能力及び高度な独創的能力を有する専門職人材を
育成する

（２）「総合化」、「高度化」、「国際化」による世界水準の新た
な価値創造の拠点を築き、広く社会に貢献する
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名城大学のビジョン、ミッション
（図は大学要覧より）
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ガースサロナー他著(石倉洋子翻訳)「戦略経営論」

ビジョン実現の戦略ドメイン(行動目標)

大学に必要な人材の確保と育成
教育の充実
研究の充実
学生支援体制の充実
施設設備の充実
財政基盤の確立
卒業生及び父母との連携強化
知的財産の創造及び活用・産学官連携の推進
社会（地域）貢献
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「学生支援体制の充実」の戦略計画

２ 行動目標

多様な学生支援体制の確立

卒業生の進路指導体制の充実

総合的、合理的な国際交流の体制づくり

１ 基本目標
一人ひとりの学生の自己実現をサポートし、
総合的支援により学生の満足度を高める
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障害学生支援の現状(先行実施)

保健センターでの発達障害学生を理解・支
援するための取り組み

(対象:広汎性発達障害、学習障害、

注意欠陥／多動性症候群)
学生相談室 フレンドリーサロン

教職員を対象とした「メンタルヘルスガイド」
の発行、メンタルヘルス講演会の開催

(平成１５年より実施、毎年11月ごろ)
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国立特別支援教育総合研究所
発達障害のある学生支援ケースブック
－支援の実際とポイント－(H19年3月発行)

組織の連携に焦点をあてて 名城大学の例
http://www.nise.go.jp/kenshuka/josa/kankob
utsu/pub_b/b-210/b-210_2_5.pdf
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障害学生支援の現状(先行実施)

段差解消機 駐車場
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障害学生支援の現状(先行実施)

文部科学省の「私立
大学等防災機能等強
化緊急特別推進事
業」③私立大学等バ
リアフリー推進工事

事業経費３００万円以
上

改造工事(実験設計
費を含む)に要する経
費の１／２以内を補助
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障害学生支援の現状
先進校：日本福祉大学への視察
全国の支援状況の情報収集
聴覚障害学生 ２名在籍(法1、理工1)
日本私立学校振興・共済事業団
私立大学等経常費補助金・特別補助
「障害者の受入れ」(H19年申請済)
「ノートテイカー取扱要項」(H19.4.1施行)
学務センター委員会で決定
学内ノートテイカー制度は未完成
学内での情報保障の試行(H19.10.1から)
理工1名へ授業4コマにPCテイク
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障害学生支援の現状

赤外線補聴システム
の設置、学内８教室
(H17年10月)
学務センター委員会

構成メンバー：各学部
からと、教職センター
および学務センターか
ら各2名ずつ

講義室に設置されたシステム
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障害学生支援の組織対応

出願前相談：入学センター、学務センター、
志望学部による「大学・学部連絡会」開催

合格後相談：学務センターと本人の話し合
い

授業時相談：あり（ただし本人からの申し
出による）→保健センター、学務センター、
当該学部、本人、適宜アドバイザー参加

学期末相談：なし
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組織マネジメントの課題
（事務組織と学部組織の協働体制づくりの課題）

事務組織 学部組織
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まとめ～これからの課題

個人に頼らない全学的組織のあ
り方を考える

有機的に組織をつなげ、情報共
有がなされる支援体制づくり

支援活動での実績づくり
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課題解決のための具体例

支援学生の養成
ノートテイカー制度の確立
学生協力員制度の活用(学長表彰あり)

【主体は学務センター 学生活動・生活支援グループ】

学生の諸行事に対する協力、新入生に対する支援、学生
生活に対する支援、その他センター長の指示する事項

ボランティア協議会との連携
【主体は学生自身】

地域クリーンアップ、防犯パトロール、災害発生地域にお
ける復興活動等の積極的なボランティア活動を展開

分科会１「一からはじめる学内の支援体制作り」
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分科会２「聴覚障害学生のニーズとエンパワメント」追加資料 

【分科会 2】  

「聴覚障害学生のニーズとエンパワメント」 

    

司会：石原保志氏（筑波技術大学） 

企画：松﨑 丈氏（宮城教育大学） 

 

話題提供者：「聴覚障害大学生が自分自身のニーズを発見するための支援」 

鈴木桂子氏（宮城教育大学 卒業生） 

                「米国、特にＲＩＴにおける取り組みの紹介」 

吉田 稔氏（ロチェスター工科大学） 

                「米国・日本におけるエンパワメント支援の実態と課題について 

－米国のエンパワメント活動の調査から－」 

                                     太田琢磨氏（元ロチェスター工科大学留学生） 

  

討論の柱  ①大学入学前後で聴覚障害学生が自身のニーズを発見し、申請するための支援 

        ②聴覚障害学生が支援の現状に対して自身のニーズを新たに作ることを促す支援 

        ③聴覚障害学生に対するエンパワメント支援のノウハウの結集・整理 

 

企画趣旨  

現在、大学・短期大学・高等専門学校に在籍する聴覚障害学生は１,０００名を越え、聴覚障害学生

支援に取り組む大学も増えている。しかし実際、聴覚障害学生のなかには、最初から自分のニーズを

見出し、申請できているわけではなく、また自分のニーズをあえて直視しないように、または見出せな

いまま過ごしてきた学生も少なくない。また、支援の谷間におかれがちであった軽度・中等度難聴学

生に対する聴覚補償支援が注目され始めている。さらに、入学の時点で大学が支援体制の基本をほ

ぼ整えているケースが増えているため、聴覚障害学生には、入学当初にニーズを申請するだけでなく、

支援体制の現状に対して新たなニーズを作り、問題の指摘や提案をすることを求められることもあり

うる。とすれば、聴覚障害学生は、これまで様々なバリアに直面してきたけれども、自分のニーズを見

出し、支援を受けながらも自ら積極的に意見や提案を出して支援体制の強化に影響を及ぼすような

存在に成長すること、つまり｢エンパワメント｣が重要になると言える。このエンパワメントを促すような

支援の例として、入学時期に行う情報保障ガイダンス・個別相談、情報保障に関する事後検討会など

が挙げられるが、実際、この具体的な方法・内容は大学によってばらつきがある。そこで、今こそ、上

記の支援において、どのような取り組みが有効なのか、どのような課題があるのかを整理していく作

業が必要であろう。このように、聴覚障害学生を対象とした「エンパワメントを促す支援のノウハウの

結集・整理」が目前の課題になると言える。ちなみに、それに続く課題は「ノウハウの共同活用」にな

るだろう。 

今回の分科会では、聴覚障害学生自身がニーズを見出し、さらに新たなニーズを作って動けるよう

な支援の有効な取り組みや課題について議論する。話題提供者の鈴木桂子氏には、日本における

エンパワメント支援のうち討論の柱①に関する取組の事例を報告して頂く。吉田稔氏には、討論の柱

①と②について米国、特にＲＩＴにおける取り組みの事例を紹介して頂く。太田琢磨氏には、米国のエ

ンパワメント支援の調査結果を報告し、日本におけるエンパワメント支援についての課題を話して頂く。

その上で、参加者との討論を通して「エンパワメントを促す支援のノウハウの結集・整理」を図りたい。 
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話題提供「聴覚障害学生が自分自身のニーズを発見するための支援」 

宮城教育大学 卒業生 鈴木 桂子氏 
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話題提供「米国、特にＲＩＴにおける取り組みの紹介」 

ロチェスター工科大学 吉田 稔氏 
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 拡大図 



『米国・日本におけるエンパワメント支援の実態と課題について』
－米国のエンパワメント活動の調査から－

日本財団聴覚障害者海外奨学金事業　第１期生
元ロチェスター工科大学・国立聾工科大学　留学生

太田　琢磨
米国の調査で明らかになった実態や課題
・エンパワメント支援に関わる人々は、以下の専門知識を有する人たちである

・ソーシャルワーク修士号,カウンセリング修士号,ろう教育修士号もしくは博士号
の所持者

・エンパワメントの援助を行うことのできる専門家は多いが、聴覚障害者に関する知識を
持ち、手話で流暢にコミュニケーションを取ることのできる人は多いとは言い難い
・エンパワメントの支援は学生の意識向上だけのために利用されるわけではない
・人工内耳を装用した学生の増加
ミレニアムスチューデント問題
・定義

・１９８０年～２０００年の間に生まれた学生であり、パソコン、携帯電話などの
新しいテクノロジーと共に育ってきた学生

・何が違うのか
・直接的コミュニケーションだけではなく、間接的コミュニケーション（電子メー
ル・メッセンジャー等）にも慣れている
・コミュニケーション方法が多様である
・これまでに培ってきた支援ノウハウだけでは対応しきれない

「エンパワメント」に関する両国間の特徴や違い
アメリカ

・多様なマイノリティに対応するための支援という側面がある
・エンパワメント支援に主に関わるのは専門家がほとんどであり、障害学生専門の
部署が設けられている

日本
・学生の権利擁護といった側面が強い
・必ずしも専門家が関わっているわけではなく、障害学生専門の部署が設けられて
いることは希である

エンパワメントの定義とは
　社会福祉援助活動(ソーシャルワーク)において、利用者、利用者集団、コミュニティな
どが、力（パワー)を自覚して行動できるような援助を行うこと。利用者などの主体性、
人権などが脅かされている状態において、心理的、社会的に支援する課程を言う。その目
的は、脅かされている状態に対して、利用者、集団、コミュニティ等が自立性を取り戻
し、その影響力、支配力を発揮できるようにすることである。1980年以降、米国、イギ
リスを中心に発展してきた手法であるが、現在では社会福祉援助活動の動向として根付い
てきた。「新版　社会福祉用語辞典」中央法規出版　より
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エンパワメントの３つの段階とは
１．自己変革

当事者が自分の潜在的ニーズを発見する段階
２．集団変革

同じニーズを持つグループの力を強めていく段階
３．社会変革

社会に対してニーズを明らかにし、理解を求めていく段階

聴覚障害学生に対するエンパワメント支援
・当事者が自分の障害を様々な角度から捉え、今自分の持つ潜在的ニーズを把握できるよ
うになること
・潜在的ニーズを理解し今必要な支援を他者に訴えていくコミュニケーション能力を身に
つけること
・同じ悩みや課題を持つグループの中で互いが影響を与え合いながら成長していくように
なること
・社会に出てから遭遇する様々な障壁を乗り越えられるよう、自ら行動を起こして行かれ
る実践力を身につけること

支援者に求められる技術とは
・解決への道を作るのは支援者ではなく当事者である

・答えを与えるのではなく、今当事者が持つ潜在的ニーズを当事者自身が受け入
れ、その後どうするべきかを考えて行かれるプロセス作りを行う

・短期目標だけではなく、学生の入学から卒業、そして社会に出るまでの長期的目標も立
て、支援を進めていく
・当事者が社会に出て、自らの力で様々な障害を乗り越えていく力と思考能力を身につけ
られるように支援をする

日本における今後の課題
・エンパワーメントの意義を理解し、それを実行できる専門家の育成
・手話で聴覚障害学生とコミュニケーションが取れる専門家の育成
・その専門家をスーパーバイズするスーパーバイザーの育成
・コーディネート、カウンセリング両方に対応できる人材。なおかつ聴覚障害者以外の障
害者への支援のできる人材の育成
・短期計画だけを視野に入れるのではなく、入学から卒業までを一貫して支援するという
長期計画も視野に入れて、支援を行う人材の育成
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話題提供「米国・日本におけるエンパワメント支援の実態と課題について 

－米国のエンパワメント活動の調査から－」 

元ロチェスター工科大学留学生 太田 琢磨氏 
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（分科会３）（分科会３）
利用学生、情報保障者、教員の三者による利用学生、情報保障者、教員の三者による

情報保障の質的充実情報保障の質的充実

教員からの要望、教員からの要望、
そこから一歩踏み出すには・・・そこから一歩踏み出すには・・・

新國三千代新國三千代
札幌学院大学人文学札幌学院大学人文学

（バリアフリー委員会代表）（バリアフリー委員会代表）

１

教員からの要望、教員からの要望、
そこから一歩踏み出すには・・・そこから一歩踏み出すには・・・

（内容）（内容）

札幌学院大学の講義保障の現状札幌学院大学の講義保障の現状

講義担当者が困っている／問題視していること講義担当者が困っている／問題視していること
どうしたらよいか？どうしたらよいか？

講義保障の利用学生に対する要望講義保障の利用学生に対する要望

一歩踏み出すには・・・一歩踏み出すには・・・

情報保障者に対する要望情報保障者に対する要望

教員も学ぶ場が必要教員も学ぶ場が必要

まとめまとめ

（（参考資料：参考資料：教員対象のアンケート）教員対象のアンケート）

２

札幌学院大学の情報保障の現状札幌学院大学の情報保障の現状

20072007年度前期の情報保障状況年度前期の情報保障状況
（（バリアフリー委員会のバリアフリー委員会のHPHPに掲載）に掲載）

１１１年１年法学部法学部 法律学科法律学科

１１４年４年

１１２年２年社会情報学部社会情報学部
社会情報学科社会情報学科

１１４年４年

２２３年３年

１１２年２年人間科学科人間科学科

１１１年１年人文学部人文学部

学学生数生数学年学年所属学部所属学部

利用学生利用学生 88名名

7171合合 計計

66１１講義講義

44ゼミゼミ

33実習実習

33英語英語((外国人）外国人）

科目数科目数授業形態授業形態

テイカー配置科目数テイカー配置科目数 テイク形態テイク形態

7171合合 計計

33
ノートノート ＆＆
手話手話

4646ノートノート

2222ＰＣＰＣ

科目数科目数形態形態

講義保障に配置された実数講義保障に配置された実数6565名名
（内訳）（内訳）PC14PC14名、名、PC&PC&ノートノート44名、名、

ノートノート4444名、ノート＆手話名、ノート＆手話33名名

（参考）（参考）20062006年度年度 前＋後期前＋後期158158科目科目

３ ノートテイカー＆ノートテイカー＆PCPCテイカー養成講座テイカー養成講座

新学期：新入説明会（数回）新学期：新入説明会（数回）
各学期開始時各学期開始時１～２ヶ月間１～２ヶ月間：：毎週毎週22回開催回開催
定例テイク講習会：月定例テイク講習会：月11回（経験者も参加回（経験者も参加))

（方法）（方法）

先輩と被テイカーが間に入り、後輩に助言先輩と被テイカーが間に入り、後輩に助言
模擬授業（先輩、教員）模擬授業（先輩、教員）
先輩が作成した手引き書を更新しながら使用先輩が作成した手引き書を更新しながら使用

ノートテイクノートテイクととPCPC要約筆記要約筆記講座を同じ場所で実施講座を同じ場所で実施

テイク講習会テイク講習会

週週11回回

手話学習会手話学習会

４

教員が困っている／問題視していること教員が困っている／問題視していること

１．どの程度伝わっている１．どの程度伝わっているのか？のか？
２．聴覚障がい学生２．聴覚障がい学生ががテイクされた内容をどのように理解しテイクされた内容をどのように理解し

てているのか？いるのか？
↓↓

個別的、適当な質問や問題を用意して、理解度を把握する。個別的、適当な質問や問題を用意して、理解度を把握する。
テイクの内容と照合して、理解の仕方を把握する。テイクの内容と照合して、理解の仕方を把握する。
これを地道に積み重ねる。これを地道に積み重ねる。

↓↓
ノウハウを蓄積→教員で共有ノウハウを蓄積→教員で共有

（参考意見）（参考意見）
意思疎通が図れなかったことはない。必要に応じて，メールで資料を意思疎通が図れなかったことはない。必要に応じて，メールで資料を
配布したり，プレゼンの資料の文字を大きくしたりすれば，テイカーの配布したり，プレゼンの資料の文字を大きくしたりすれば，テイカーの
ヘルプもあり，充分に授業を理解してくれているし，試験結果なども他ヘルプもあり，充分に授業を理解してくれているし，試験結果なども他
の学生と全く差がない。の学生と全く差がない。

５

教員が困っている／問題視していること教員が困っている／問題視していること

３．授業のペース？３．授業のペース？
↓↓

情報保障者と利用学生が講義担当者に情報保障者と利用学生が講義担当者に
意見・希望を伝える意見・希望を伝える

↓↓
試行錯誤しながら、相互に折り合いつける試行錯誤しながら、相互に折り合いつける

（参考意見）（参考意見）
あまりあまり意識しすぎると、進度が（予定よりも）遅くなったりする意識しすぎると、進度が（予定よりも）遅くなったりする
可能性はあるが、可能性はあるが、聴覚障がい聴覚障がい学生やテイク学生を意識した学生やテイク学生を意識した
説明の繰り返しや強調が他の学生にとっては説明の繰り返しや強調が他の学生にとっては
「ちょうど良いペース」「ちょうど良いペース」
となっているという側面もあるように感じているとなっているという側面もあるように感じている（講義（講義アンアン
ケートの結果から）。ケートの結果から）。

６
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教員が困っている／問題視していること教員が困っている／問題視していること

４．テイカーが学生の両横にいつも座ることで、クラスメート４．テイカーが学生の両横にいつも座ることで、クラスメート
との関わりが希薄になる（ゼミ）との関わりが希薄になる（ゼミ）

↓↓
PCPCテイクなら、両横に座らなくてもよい。テイクなら、両横に座らなくてもよい。
無線が使用できれば、かなり離れて座っても大丈夫無線が使用できれば、かなり離れて座っても大丈夫

ノートテイクで解決するのは難しい！ノートテイクで解決するのは難しい！

７

教員が困っている／問題視していること教員が困っている／問題視していること

５．グループ討論などで情報保障がなされているか？５．グループ討論などで情報保障がなされているか？
↓↓

グループ討論では、グループ討論では、
PCPCテイクが対応しやすい（実況中継可）テイクが対応しやすい（実況中継可）
ノートテイクの場合は、手話通訳も加えた方がよいノートテイクの場合は、手話通訳も加えた方がよい
（情報保障者の人数に余裕があれば）（情報保障者の人数に余裕があれば）

◎司会者の役割←教員教示必要◎司会者の役割←教員教示必要

（発言を促す間合いのとり方、討論の進め方など）（発言を促す間合いのとり方、討論の進め方など）

８

教員が困っている／問題視していること教員が困っている／問題視していること

６．少し複雑な言い回し（講義）や討論（ゼミ）が求められる６．少し複雑な言い回し（講義）や討論（ゼミ）が求められる
とき，その内容を複雑さも含めて捉えられたかどうか？とき，その内容を複雑さも含めて捉えられたかどうか？

７．図式化しにくい根源的な掘り下げをするのが難しく、７．図式化しにくい根源的な掘り下げをするのが難しく、
表現しやすいことしか話さなくなる。表現しやすいことしか話さなくなる。

↓↓
？？？？？？？？

（（参考事例）参考事例）
「宗教学」の授業の中で「世界の宗教音楽」「宗教学」の授業の中で「世界の宗教音楽」CDCD流す流す
“不都合や疎外感を感じていないか、いつも気になる。“不都合や疎外感を感じていないか、いつも気になる。
メールアドレスを知らせて、学生と連絡メールアドレスを知らせて、学生と連絡取り合う取り合う””

→メールで→メールでCDCDを流す意味やその内容を詳しく説明を流す意味やその内容を詳しく説明し、し、
気になっていることを聴覚障がい学生に伝える。気になっていることを聴覚障がい学生に伝える。
学生も希望や意見を伝え、双方が納得した形で進める。学生も希望や意見を伝え、双方が納得した形で進める。

→→意見を交換する手段意見を交換する手段((メール）メール）持つ、努力持つ、努力 →→ 一歩進む一歩進む
９

情報保障を利用する学生への要望情報保障を利用する学生への要望

１．遠慮なく、質問、要望を出して欲しい。１．遠慮なく、質問、要望を出して欲しい。

理解できる部分・できない部分、苦情、配慮して欲しいこと理解できる部分・できない部分、苦情、配慮して欲しいこと

授業後に来て欲しい、具体的に要望を出して欲しい授業後に来て欲しい、具体的に要望を出して欲しい

（情報保障者と一緒でも（情報保障者と一緒でもOKOK））

↓↓

（多くの講義担当者）（多くの講義担当者）

出来る範囲で改善する出来る範囲で改善する

講義の最初の段階→早目に改善できる講義の最初の段階→早目に改善できる

（参考事例）（参考事例）

質問用紙のようなものを常に持ち歩き、気がついたときに質問用紙のようなものを常に持ち歩き、気がついたときに

書き込み、講義担当者に渡す。書き込み、講義担当者に渡す。

10

情報保障を利用する学生への要望情報保障を利用する学生への要望

２．授業を受けて、授業の仕方や内容がどうだったのか２．授業を受けて、授業の仕方や内容がどうだったのか？？

授業に関する評価や意見を知らせて欲しい授業に関する評価や意見を知らせて欲しい

↓↓

授業評価アンケートにそのような項目を追加すればよい！授業評価アンケートにそのような項目を追加すればよい！

直ぐに実現できる直ぐに実現できる →→ 一歩進む一歩進む

３．情報保障を利用しながら、勉強する方法を学ぶ３．情報保障を利用しながら、勉強する方法を学ぶ
↑↑

大学でその機会を用意する必要がある大学でその機会を用意する必要がある

11

情報保障者（学生）への要望情報保障者（学生）への要望

１．テイカー同士のおしゃべり（テイクの打ち合わせ？）１．テイカー同士のおしゃべり（テイクの打ち合わせ？）
授業が始まったら厳禁授業が始まったら厳禁

↓↓
打ち合わせは、授業前に済ませて！打ち合わせは、授業前に済ませて！

２．要望を講義担当者にどんどん伝えて欲しい２．要望を講義担当者にどんどん伝えて欲しい
↓↓

要望用紙をいつも持ち歩き、気がついたときに記入要望用紙をいつも持ち歩き、気がついたときに記入
授業終了後、講義担当者に提出する。授業終了後、講義担当者に提出する。

12
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講義保障者が付いた授業講義保障者が付いた授業

（講義担当者の声）（講義担当者の声）

・緊張感がある・緊張感がある

・自分の講義の欠点を意識し、・自分の講義の欠点を意識し、
直さなければというプレッシャーがより多くかかる直さなければというプレッシャーがより多くかかる

しかし、それは必要なこと、ありがたいと思っているしかし、それは必要なこと、ありがたいと思っている

・口調，スピード，誤解のないような配慮など必要なことがわ・口調，スピード，誤解のないような配慮など必要なことがわ

かった。かった。

↓↓

授業改善（授業改善（FD)FD)につながるにつながる

13

さらに、情報保障者や情報保障を利用する学生の声さらに、情報保障者や情報保障を利用する学生の声
↓↓

授業改善の強力な後押し授業改善の強力な後押し

教員も学ぶ場が必要教員も学ぶ場が必要

教員も参加したいと思うような支援体制作り教員も参加したいと思うような支援体制作り
↓↓

・教員にノートテイク講習会の模擬授業の講師を依頼する。・教員にノートテイク講習会の模擬授業の講師を依頼する。
・授業スタイルの違う教員を選ぶ・授業スタイルの違う教員を選ぶ
教科書と板書、プリント、教科書と板書、プリント、pptppt（プレゼンテーション）使用（プレゼンテーション）使用

・情報保障者や利用学生はどんどん意見を述べるべし！・情報保障者や利用学生はどんどん意見を述べるべし！

（教員の感想）（教員の感想）
テイク活動について知る事ができる。テイク活動について知る事ができる。
テイク結果で自分の授業を客観的にみることができる。テイク結果で自分の授業を客観的にみることができる。
とても良い経験、依頼があれば、次回も引き受けたい！とても良い経験、依頼があれば、次回も引き受けたい！

↓↓
情報保障、情報保障者に対する理解が深まる！情報保障、情報保障者に対する理解が深まる！

14

まとめまとめ

１．情報保障者と利用学生は、１．情報保障者と利用学生は、
講義担当者に意見／希望を伝える講義担当者に意見／希望を伝える

手段を工夫：メール、要望用紙を持ち歩く手段を工夫：メール、要望用紙を持ち歩く

気がついた時に忘れずにメモする気がついた時に忘れずにメモする

２．直ぐに実現できることは実行！→一歩進む２．直ぐに実現できることは実行！→一歩進む

３．講義担当者を味方にする３．講義担当者を味方にする

「課題解決への道を探る」→教員は関心を示す！「課題解決への道を探る」→教員は関心を示す！

４．利用学生、情報保障者、教員が相互に理解を深める４．利用学生、情報保障者、教員が相互に理解を深める

共通の場を様々な形で設ける共通の場を様々な形で設ける
例）情報保障者の養成講座に三者が参加例）情報保障者の養成講座に三者が参加

15

→→ 三者による情報保障の質的充実三者による情報保障の質的充実
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対対 談談

「米国の支援現場に学ぶ「米国の支援現場に学ぶ

コーディネート・養成・情報保障」コーディネート・養成・情報保障」

司会：白澤麻弓司会：白澤麻弓
ゲスト：ゲスト：Patricia A. Patricia A. BilliesBillies氏氏

Marcia E. Marcia E. KolvitzKolvitz氏氏

PEPNetPEPNetとは・・・？とは・・・？

日本聴覚障害学生高等教育支援
ネットワーク

PEPNet USA PEPNet USA 地域センター紹介地域センター紹介

Marcia Kolvitz, Marcia Kolvitz, PEPNetPEPNet--SouthSouth
（ペップネット南部地域センター）（ペップネット南部地域センター）

University of Tennessee, KnoxvilleUniversity of Tennessee, Knoxville
（テネシー大学ノックスビル校）（テネシー大学ノックスビル校）

•• 学生数学生数 26,00026,000名名
内内99名が名がろうろう学生学生

内内77名が難聴学生名が難聴学生

•• 1515名の手話通訳者名の手話通訳者

•• 1313名の文字通訳者名の文字通訳者

PEPNet USA PEPNet USA 地域センター紹介地域センター紹介

Pat Billies, Pat Billies, PEPNetPEPNet--NortheastNortheast
（ペップネット北東部地域センター）（ペップネット北東部地域センター）
Rochester Institute of Technology (RIT)Rochester Institute of Technology (RIT)
National Technical Institute for the Deaf (NTID)National Technical Institute for the Deaf (NTID)
（ロチェスター工学大学（ロチェスター工学大学 RITRIT、アメリカ国立聾工科大学、アメリカ国立聾工科大学 NTID)NTID)

•• 学生数学生数 14,00014,000名名
内内11501150名が聴覚障害学生（ろう、難聴、すべてを含む）名が聴覚障害学生（ろう、難聴、すべてを含む）

•• 110110名の手話通訳者名の手話通訳者

•• 5555名の文字通訳者名の文字通訳者

PEPNetPEPNet内部組織の変革内部組織の変革

アウトリーチ担当スタッフの削減アウトリーチ担当スタッフの削減

（経過？）（経過？）

1313名の担当スタッフ名の担当スタッフ 55名に削減名に削減

各州に１名の担当者各州に１名の担当者 11名が名が22--33州を担当州を担当

（原因？）（原因？）

アメリカ合衆国政府による規定の変更アメリカ合衆国政府による規定の変更

専門・能力に応じた職員の雇用専門・能力に応じた職員の雇用

対談「米国の支援現場に学ぶコーディネート・養成・情報保障」追加資料



““コーディネーターコーディネーター””

PEPNet PEPNet コーディネーターコーディネーター

大学における障害学生支援室大学における障害学生支援室
（（DSS)DSS)コーディネーターコーディネーター

PEPNet PEPNet による大学支援による大学支援

ワークショップワークショップ

PEPNet PEPNet による大学支援による大学支援

ペップネット関連資料・教材の発行ペップネット関連資料・教材の発行

PEPNet PEPNet による大学支援による大学支援

全米大会の開催全米大会の開催

PEPNet PEPNet による大学支援による大学支援

オンライントレーニング、及びその教材の開発オンライントレーニング、及びその教材の開発

PEPNetPEPNet の相互援助・情報交換の相互援助・情報交換

PEPNet PEPNet MLML・メーリングリスト・メーリングリスト (> (> 会員会員500500名名))

PEPNetPEPNetファミリー（運営委員）ファミリー（運営委員） MLML ((会員会員5050名名))
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PEPNet PEPNet コーディネーターの課題コーディネーターの課題

課題課題::
通訳者の供給不足通訳者の供給不足

解決策解決策::
•• 遠隔ビデオ通訳遠隔ビデオ通訳 (VRI)(VRI)
•• 大学間での通訳者の共有大学間での通訳者の共有

•• 手話通訳者手話通訳者//文字通訳者の総合教育文字通訳者の総合教育

•• オンライン技術を通しての通訳者共有オンライン技術を通しての通訳者共有

PEPNet PEPNet コーディネーターの課題コーディネーターの課題

課題課題:: 教職員とのコミュニケーションの円滑化教職員とのコミュニケーションの円滑化

対策策対策策::
テレビ電話リレーサービステレビ電話リレーサービス(VRS)(VRS)
字幕通話字幕通話

FMFM補聴器補聴器 またはポケットトーカープロの使用またはポケットトーカープロの使用

文字チャット文字チャット/Email//Email/携帯メール携帯メール

PEPNet PEPNet コーディネーターの課題コーディネーターの課題

課題課題:: 自己開発の必要性自己開発の必要性

対策対策::
•• 個別教育個別教育//個人指導個人指導

•• ウェブキャストウェブキャスト

•• 電話を使った指導電話を使った指導

•• オンライン学習教材を提供オンライン学習教材を提供

PEPNet PEPNet コーディネーターの課題コーディネーターの課題

課題課題:: 生徒からのサービスに対する苦情生徒からのサービスに対する苦情

対策対策::
•• 適切な方針の設置適切な方針の設置

•• 事前対策事前対策

ハンドブックの作成ハンドブックの作成

米国障害者法（米国障害者法（ADA)ADA)の本の本

米国における米国における
聴覚障害学生支援サービスの変革聴覚障害学生支援サービスの変革

1970s1970s

19901990

一世代一世代で支援サービス形態が劇的に変化！で支援サービス形態が劇的に変化！

聴覚障害者支援プログラムを導入していたの聴覚障害者支援プログラムを導入していたの
は一部の大学のみは一部の大学のみ

多くの聴覚障害学生がこれらの拠点校に入学多くの聴覚障害学生がこれらの拠点校に入学

米国障害者法の施行米国障害者法の施行 (ADA) (ADA) 
各大学に各大学に11--22名の聴覚障害学生が入学するよう名の聴覚障害学生が入学するよう

になるになる

障害学生支援室の位置づけ障害学生支援室の位置づけ

大学

学務部

障害学生支援課（室）

or

大学

学生部

障害学生支援課（室）
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障害学生支援室（障害学生支援室（DDSSS)S)

支援室のスタッフは支援室のスタッフは??

•• 室長（ディレクター）室長（ディレクター）

•• 手話通訳者コーディネーター手話通訳者コーディネーター

•• 手話通訳者手話通訳者

•• 文字通訳者文字通訳者

•• ノートテイカーコーディネーターノートテイカーコーディネーター

•• 事務スタッフ事務スタッフ

障害学生支援室（障害学生支援室（DDSSS)S)
各大学に一名の各大学に一名のDSSDSS室長（ディレクター）を設置室長（ディレクター）を設置

DSSDSS室長（ディレクター）が手話通訳室長（ディレクター）が手話通訳//ノートテイクノートテイク

のサービスをコーディネートする場合もあるのサービスをコーディネートする場合もある

障害学生支援室（障害学生支援室（DDSSS)S)

DSSDSS局長（ディレクター）が持つ資格局長（ディレクター）が持つ資格::

•• ろうろう者学者学

•• カウンセリングカウンセリング

•• 手話通訳手話通訳

•• リハビリテーションリハビリテーション

ろうろう者の障害学生支援室職員者の障害学生支援室職員

Bobbi CordanoBobbi Cordano

障害学生支援室障害学生支援室 室長室長
（ディレクター）（ディレクター）

University of University of 
MinnesotaMinnesota

（ミネソタ大学）（ミネソタ大学）

ろうろう者の障害学生支援室職員者の障害学生支援室職員

Pamela Lloyd, Disability Services CoordinatorPamela Lloyd, Disability Services Coordinator
Rochester Institute of TechnologyRochester Institute of Technology

（ロチェスター工科大学（ロチェスター工科大学 障害学生支援コーディネーター）障害学生支援コーディネーター）

ろうろう者の障害学生支援室職員者の障害学生支援室職員

Lori CorcoranLori Corcoran

Coordinator for Disability Coordinator for Disability 
Services Services 

障害学生支援コーディネーター障害学生支援コーディネーター

Quinsigamond Community Quinsigamond Community 
CollegeCollege

クインシガモンド・クインシガモンド・

コミュニティー・カレッジコミュニティー・カレッジ
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ろうろう者の障害学生支援室職員者の障害学生支援室職員

Corinne Brennan-Doré

Director of Disability ServicesDirector of Disability Services
障害学生支援室室長（ディレクター）障害学生支援室室長（ディレクター）

University of Massachusetts University of Massachusetts 
Amherst Amherst 

マサチューセッツ大学マサチューセッツ大学

アマースト校アマースト校

RITRIT 史上初のろう学生会会長史上初のろう学生会会長

Lizzie SorkinLizzie Sorkin

支援サービス提供までの流れ（米国）支援サービス提供までの流れ（米国）

障害を持った生徒が
DSS事務局に必要書類を

持参する

生徒がDSSに支援サービスを
要請する－授業科目によって支
援内容が異なる場合がある

DSSが支援内容を決定し

対象となる授業を担当する教職員に連絡

教職員への啓発活動教職員への啓発活動

支援サービスを教職員に説明する支援サービスを教職員に説明する

•• 手話通訳者とのやり取りについて手話通訳者とのやり取りについて

•• 文字通訳・字幕について文字通訳・字幕について

•• ノートテイカーの使用についてノートテイカーの使用について

•• 聴覚障害を持つ生徒のニーズ聴覚障害を持つ生徒のニーズ

に合わせた効率的な指導に合わせた効率的な指導

•• チップシートチップシート
（聴覚障害学生支援ガイド）（聴覚障害学生支援ガイド）

-- 質問タイム質問タイム --

?– ? – ? – ? – ? – ? – ? – ? – ?
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